
平成31年4月1日

十和田市中心市街地地区都市再生整備計画 ○
平成31年度　～　平成35年度　（5年間） 十和田市

・人が集まりやすい交通環境が形成されることで、中心市街地としての魅力が増進し、新たな店舗等の立地が促進される

中心市街地内における歩行者・自転車通行量

商店街における空き地・空き店舗数

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H31 H32 H33 H34 H35 策定状況

A-1 都市再生 一般 十和田市 直接 十和田市 1,448 － ○

合計 1,448

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35

Ｄ-1

合計

番号 備考

大目標　アートの感動を共有し、賑わいと暮らしが共鳴する街とわだ　～市民の暮らしを支え、人々が集い・活動する中心市街地を目指して～
　目標１　芸術・歴史・文化を活かした、魅力的な市街地の形成
　目標２　歩いて暮らせる安心・快適な生活環境と、利便性の高い市街地の形成

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標

・アートをコンセプトとした取り組みのさらなる推進により、中心市街地の魅力が高まり、来訪者の回遊や滞在が促進されることで、自転車・歩行者通行量が増加

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
１，４４８百万円 Ａ １，４４８百万円 Ｂ ０百万円 Ｃ ０百万円

4,651人/日

（H30当初）

5,604人/日

(H29)52か所 39か所

－

－

（H35末）（H33末）

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ ０百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

十和田市 地域生活基盤施設・高次都市施設　外十和田市中心市街地地区都市再生整備計画事業

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）
費用便益比

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果
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